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あなたと あたらしい あしたへ

私たち京王グループは、

つながりあうすべての人に誠実であり、環境にやさしく、

「信頼のトップブランド」になることを目指します。

そして、幸せな暮らしの実現に向かって

生活に溶け込むサービスの充実に日々チャレンジします。

京王グループ理念

― 京王グループスローガン ―
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　本報告書は、多角的な事業を展開する京王グループの活動
を安全・社会・環境面から捉え、どのような考えを持って取り組
んでいるかを、分かりやすくお伝えするものです。
　当社の最大の使命である安全への取り組みをはじめとして、ス
テークホルダーに対しての取り組みが伝わるよう留意しました。
　なお、より詳しく、視覚的、タイムリーにお伝えするため、京王
ホームページ、京王ニュース、環境・CSRポスター、インベスター
ズガイドなどでも適切な情報発信に努めています。あわせてご
覧ください。
　本報告書は、鉄道事業法第19条の4により公表が義務付けら
れた「安全報告書」を兼ねているほか、皆様とのコミュニケーショ
ンを深めるための重要なツールと位置付けています。

【報告範囲・報告期間】
● �本報告書は、京王電鉄単体（鉄道事業部門、開発事業部門、

一般管理部門）の2020年度（2020年4月1日～2021年3月
31日）の報告です。当該年度以外の事例や京王グループの
事例も一部掲載しています。

● �環境負荷データおよび環境会計データは、京王電鉄単体の
2018年度～2020年度のデータです。

【参考にした報告ガイドライン】
● �鉄軌道事業者による安全報告書の作成手引き 

（国土交通省）
● 環境報告ガイドライン（2018年版、環境省）
● ISO26000（国際標準化機構）
● GRIスタンダード（Global Reporting Initiative）

編集方針
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 京王駅伝フェスティバル
　2013年から、駅伝競技や親子ランのほか、キャラク
ターや学生・団体によるパフォーマンス、鉄道イベントな
どを味の素スタジアムにて実施しています。参加料の
一部は、「東日本大震災みやぎこども育英募金」「いわ
ての学び希望基金」「東日本大震災ふくしまこども寄附
金」へ寄付しています。（2020年度は新型コロナウイル
ス感染拡大のため、中止）

 京王音楽祭
　1994年から実施しています。京王駅伝フェスティバ
ルと同様に、入場料の一部を東日本大震災により被災
した子どもたちのために寄付しています。（2020年度
は新型コロナウイルス感染拡大のため、中止）

 スポーツ振興
　京王観光では戦略プロモーション室を設置し、中央
競技団体、プロスポーツ、トップリーグといったさまざま
な団体の遠征やイベント、国内・国際大会のオペレー
ションサービスやスポンサードを行っています。
　2016年度に東京都から「東京都スポーツ推進企業」、
2017年・2019年度にスポーツ庁から「スポーツエールカ
ンパニー」「Sport in Life」の認定も継続されています。

 産学連携
　沿線の大学や高校などと連携し、フィールドワークを通
じて地域課題や活性化策に取り組むことで、学生の支援
を行っています。

京王音楽祭

京王駅伝フェスティバル

八王子東高校での授業の様子

チャリティ・スポーツ振興・産学連携

生徒たちの地域に関する
関心が高まっています

宮本 久也

VOICE
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中部地方との連携

　中央道の高速バスエリアの関係自治体や事業者と連
携して、新たな広域観光ルートづくりや、観光情報の提
供などさまざまな取り組みを行うことで、地域活性化に
貢献しています。新宿駅「京王モール」内では、岐阜県・
長野県・山梨県・富山県の自治体などが出展する観光
案内所「中部地方インフォメーションプラザin京王新宿」
を運営しており、飛騨高山をはじめとした各地域の観光
情報提供や特産品・農産物販売のほか、高速バスきっぷ
等の販売も行っています。

 �高山市への地方創生応援税制（企業版ふるさと
納税）を活用した寄附

　高山グリーンホテルがある高山市の観光振興を目的と
した「企業版ふるさと納税」による寄附を実施し、この寄
附を活用した同市の「大雄寺広場整備事業」が2020年
10月に完成しました。この事業により、市街東側の由緒
ある寺社が立ち並ぶ「東山寺町・東山遊歩道」に隣接する
場所に、周囲の景観と
調和した公共トイレや
休憩スペースが新たに
整備されました。

 �中部地方各地域の特産品・農産物の販路拡大
（貨客混載など）

　岐阜県高山市および長野県駒ヶ根市と連携し、高速バ
ス「飛騨高山線」「伊那飯田線」のトランクを活用した「貨
客混載」により、両地域の新鮮な農産物を東京へ輸送し、
京王ストアなどで販売しています。また「中部地方インフォ
メーションプラザin京王新宿」では、中部地方各地域の特
産品や農産物を販売す
るとともに、飛騨高山
の産地から直接お客様
の自宅に旬の野菜をお
届けするサービスの受
付を開始しました。

沿線自治体との連携

 コミュニティバス
　京王電鉄バスグループと西東京バスは、利便性の高
いまちづくりに貢献するため、東京都内の13の自治体
からコミュニティバス
の運行を受託してい
ます。

 PFI事業
　東京都のPFI事業として多摩地域ユース・プラザ整備
等事業を京王ユース・プラザが受託し、閉校した都立高
校を改修して「高尾の森わくわくビレッジ」を開館し、施
設の運営、維持管理
業務を行っています。
※�PFI…公共施設等の建設、維

持管理、運営等を民間の資
金やノウハウを活用すること
により、公共サービスの提供
を行う事業手法

 指定管理者
　京王グループでは、「高尾599ミュージアム」や「北野
余熱利用センター」などの指定管理者として、自治体の
施設等の管理・運営
を行っています。

高尾の森わくわくビレッジ

完成式の様子

ちゅうバス（府中市）

高尾599ミュージアム

高速バスを利用した貨客混載
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株主・投資家・取引先等への取り組み
持続的な成長と企業価値の向上を図るため、株主・投資家の皆様や
取引先との対話を促進するための諸施策に取り組んでいます。

　京王電鉄では、京王グループ行動規範に基づき、日々の調達活動を行っています。法令・社会規範の遵守や地球環
境への配慮など企業の社会的責任の観点から、取引先各社に対し、購買活動におけるＳＤＧｓやＣＳＲへの取り組みに
関するアンケートを実施することで、活動状況の把握など今後の相互理解に必要な情報収集に努めました。これらの
活動を通じ、社内および取引先各社に対し、当社の購買活動についての理解と協力を得ることで、今後もよりよい関
係の構築を目指します。

取り組み 時　期 内　容

決算説明会 年２回 社長をはじめとした経営陣幹部が、証券アナリストや機関投資家に対して、当社グループの業績や将来像
などを説明するとともに、質疑応答を行い、経営陣幹部の考えを直接伝えています。

スモール
ミーティング 適宜 当社グループの業種や中長期計画の内容への理解を深めていただくため、証券アナリストや機関投資家

と、財務・情報開示担当役員との間でミーティングを開催しています。

個別取材 年50件以上 経理部長やＩＲ業務の担当者が、証券アナリストや機関投資家と個別に面談（電話・Web形式を含む）し、
業績の内容や事業の具体的な取り組みなどについて、１回あたり約１時間の意見交換を行っています。

施設見学会 適宜 実際の物件を見学することで事業内容の理解を深めていただくため、個人株主や証券アナリスト、機関投
資家を対象に、適宜見学会を開催しています。

ホームページ
での情報開示 適宜 投資判断に影響を及ぼすと考えられるＩＲ情報を、当社ホームページに積極的に開示しています。公平性

のさらなる向上を図るため、「決算説明会資料」を中心に開示内容の充実を図っています。

株主・投資家の皆様との対話

 ディスクロージャー・ポリシーに基づいたIR活動（Investor Relations）
　株主・投資家への情報開示に向けた基本的な考え方として、2006年４月に「ディスクロージャー・ポリシー」を制定
し、これに基づきＩＲ活動を実施しています。当社グループの業績や中長期計画を中心とした財務情報の提供に加え
て、当社グループの将来像やＣＳＲに関する取り組みなどについて、株主・投資家と活発な対話（意見交換）を行うとと
もに、得られた声を社内で共有し、適切に経営に反映させるよう努めています。

 株主・投資家との対話事例

決算説明会 個人株主向け
LYURO 東京清澄見学会

個人株主向け
京王れーるランド見学会

取引先への取り組み
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 心と身体の健康増進施策
　社員一人ひとりが心身ともに健康で、安心して働くこ
とができる職場を目指し、さまざまな施策を実施してい
ます。
　2020年度には、鉄道事故に遭遇した乗務員などのス
トレスを軽減するため、専門のカウンセラーが心理面を
サポートする仕組みや、異動や昇進で環境が変わった社
員に対するストレスチェックと支援の体制を導入するな
ど、社員のメンタルケアの充実に取り組んでいます。
　また、禁煙外来を利用した際の費用補助制度を設け、
社員の卒煙を支援しています。
　さらに、新型コロナウイルス感染症の予防にあたり社
内発行物、イントラネット、衛生委員会等により、産業
医、保健師、管理栄養士から基本的な感染予防策ととも
に、免疫力を上げる食事や運動の仕方について情報を
発信しています。

 衛生講演会・メンタルヘルスケア
　定期的に衛生講演会を開催し、診療所の産業医や外
部講師により健康に関する講演を行っています。また、
法令に基づくストレスチェックを実施し、高ストレス者と
判定された社員には産業医との面談を促し、必要に応
じて専門医による相談を実施するとともに、職場ごとの
傾向を分析し、フィードバックして職場環境改善につな
げています。

 社員の健康管理
　企業内診療所を設置し、定期健康診断のほか医療相
談・保健指導・社員を対象とした内科外来を実施していま
す。産業医と医療スタッフが各職場と連携し、社員個人の
健康維持と、職場全体の環境整備に取り組んでいます。

人権・労働安全衛生

 人権・ハラスメント防止の啓発
　京王グループ行動規範に基づき、人権研修を実施す
るなど啓発を行っています。また、ハラスメントの無い、
明るく活力のある職場の実現のため、相談窓口の設置
や研修の実施に加え、ハラスメント防止指針を制定して
います。
　また、2021年3月には役員を対象としたハラスメント
防止セミナーを開催しました。

 安全衛生の取り組み
　「安全・衛生のひろば」を定期的に開催し労働安全や
健康に関する課題を共有しているほか、安全衛生概況
や安全衛生委員会の活動状況などについて社内掲示
板を活用し、周知しています。

人材の活用と働きやすい職場づくり
多様な価値観・ライフスタイルを持つ従業員がその能力を存分に発揮できるよう働きやすく、
働きがいのある職場環境づくりを目指しています。

役員を対象としたハラスメント防止セミナーの様子

健康で安心して働ける環境づくり

医師による面談

　2020年6月に改正施行された「労働施策総合推進
法」に関する取り組みとして、当社で働いているすべ
ての役職員がどのような行為がハラスメントになるか
を理解することで、ハ
ラスメントの無い、明
るく活力のある職場を
目指すため、「ハラスメ
ント防止指針」を制定
しました。

 �ハラスメント防止指針の制定

topics

全社員に周知された
ハラスメント防止指針
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 健康経営優良法人２０２１の認定
　経済産業省と日本健康会議が共同で選定する「健康
経営優良法人認定制度」において、当社は「健康経営優
良法人２０２１」（大規模企業部門）に認定されています。

実施項目 対象 内容

「若メタボ」対策
39歳以下でＢＭＩ.
28以上の社員

産業医、保健師、管理栄養士
等による生活習慣改善指導を
実施

健康増進施策 
「京王ヘルス

チャレンジ２０２０」
全社員

ウォーキングを主体とした通年
の健康イベント

衛生講演会 全社員.
（グループ各社含む）

産業医や外部有識者による健
康をテーマとした講演会

（年2回開催）

がん検診勧奨
35歳以上の

社員

大腸がん検診キットの対象全
社員への配布。健康保険組合
と連携し、対象者全員に胃がん
リスク検診を順次実施

メンタルヘルス
対策

全社員

ストレスチェック結果に基づく
職場環境の改善、高ストレス者
への面談等や、鉄道事故に遭
遇した現業社員に対する心理
的支援の強化を実施

長時間労働の
是正

本社員

ノー残業デーの設定や深夜残
業の原則禁止、サテライトオ
フィスやフレックスタイム制度
の活用により柔軟で効率的な
働き方を推奨

休暇取得の
推進

本社員
年次有給休暇の取得率の全社
目標を掲げ、計画的な休暇取
得の推奨

男性 18年3カ月
女性 10年9カ月

人材雇用

 公正な採用方針
　京王グループは、厚生労働省が示す「公正な採用選
考の基本」に基づいた採用活動を行っています。

 人材雇用に関するデータ

 年休の取得率向上に向けて
　「計画的な年次有給休暇の取得推奨」「年次有給休
暇の半日単位付与」などにより休暇の取得を推進して
います。 ➡取得率の推移はP. 11

働きやすい職場環境づくり

 働きやすい職場環境づくりに向けた調査の実施
　社員一人ひとりが主体的に働きやすい職場環境づく
りをするために、無記名式アンケートによる「従業員意
識調査」を実施しています。

 柔軟な働き方の実現
　本社部門では「フレックスタイム制度」や「サテライト
オフィス」などを活用することで、柔軟に働くことができ
る職場環境を整備しています。
　２０１９年度には一部の現業職場で「フレックスタイム
制度」や「年次有給休暇の半日単位付与制度」を導入す
るなど、さらなる制度の充実に努めています。

健康で安心して働ける環境づくり

■ 当社の健康経営に関わる主な取り組み

■ 従業員数、平均年齢

■ 平均勤続年数

従業員数（人） 平均年齢（歳）

2016年度 2,497 40.3 
2017年度 2,518 40.4
2018年度 2,549 40.3
2019年度 2,547 40.4
2020年度 2,531 40.7
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 仕事・育児・介護の両立支援
　育児・介護ともに休業制度・短時間勤務制度につい
て、法定以上の制度を有しています。特に本社部門で
は、自宅で育児や介護をしながら働く社員を対象とした
在宅勤務制度を2020年度に導入しました。
　また、鉄道事業の現業職場では勤務サイクルの工夫
により、育児や介護に携わる社員が同じ仕事を続けるこ
とを可能にしています。
　その他、育児・介護が理由で退職した社員を対象とし
た再入社制度などを整備しています。
　2020年度の育児休職取得者数は19名（うち男性5
名）で復職率は100%です。

 ライフステージに応じた両立支援
　2020年度には、不妊治療のための休職制度の導入
や、不妊治療やがん治療、配偶者の転勤により退職した
社員を再入社制度の対象とする制度の拡充を行いまし
た。多様化するライフスタイルに応じて、さまざまな両立
支援制度の整備に取り組んでいます。

■ 京王グループ女性役員数の推移
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 女性の活躍
　グループ会社社長をはじめとして幅広く女性が活躍
しています。女性活躍推進行動計画に記載の女性総合
職の採用について、2021年度に入社した女性総合職
の新卒採用人数は総合職新卒採用人数全体の33.3％
となりました。

ダイバーシティ・マネジメントの推進

　2回の育児休職を経て、現在日勤ダイヤを利用して運転
士として勤務しています。
　第1子の休職期間は、すべてが初めての経験であり毎日
慌ただしく過ぎてしまいましたが、第2子の時はできるだけ
家族と向き合う時間を増やし、貴重な時間として活用でき
ました。
　現在は育児と仕事を両立している女性社員も増え、育児
休職期間中も連絡を取り合うことで、復帰への不安が軽減
しました。私自身が見本となれるよう、今後は育児をしなが
らもスキルアップに挑戦していきたいです。

家族の貴重な時間として
活用できました

岩井 那実子

鉄道営業部 高幡不動乗務区
指導運転士

VOICE

　2016年から「女性活躍推進法」に関する取り組み
として、女性の課長級以上の管理職人数を2021年３
月までに2016年4月と比較して5割増とする数値目
標を設定し取り組みを進めてきました。その結果、管
理職における女性人数は2016年4月と比較して8割
増となり、数値目標を達成しました。
　当社ではさらに2021年4月からの数値目標を設定
し、取り組みを進めています。

 �女性社員の活躍推進に向けた目標設定

topics

2021年4月から2026年3月までの数値目標

①�管理職（課長以上）における女性人数を2026年3月
までに2021年4月と比較して3割増とする

②年次有給休暇取得率80％以上を継続する

■ 管理職における女性人数と比率
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 障がい者数（人）※  実雇用率（%）※

2016年度 181 2.6
2017年度 181 2.6
2018年度 177 2.5
2019年度 181 2.6
2020年度 184 2.6

※障がい者雇用促進法に定める計算方法に基づく

 子育てサポート企業認定マークくるみんの取得
　当社における地域社会貢献活動や社員の仕事と家
庭の両立を支援する取り組みの推進により、2021年2
月24日付で「子育てサポート企業」として厚生労働大臣
の認定を受け、3度目の「くるみん」を取得しました。

 外国籍の方の採用
　海外関連事業に伴い、外国人の総合職社員を採用し
ており、現在2名が活躍しています。また、京王グループ
内でもさまざまな分野で多くの外国人社員を採用して
います。

ダイバーシティ・マネジメントの推進

 高齢者再雇用
　2006年から「継続雇用制度」を実施しており、2020
年度の再雇用割合※は77.5%でした。
※該当年度における継続雇用者数／定年退職者数

 障がい者雇用
　2004年に特例子会社「京王シンシアスタッフ」を設立
しました。2006年からは、関係会社特例認定を取得し、
京王グループ全体の障がい者雇用も拡大し、社内施設
の清掃業務、名刺作成、事務補助作業などに従事して
おり、実雇用率は基準以上となっています。当社では、
2016年度から「障害者相談窓口」を設置しています。

■ 障がい者雇用と雇用割合

実施項目 内容

キャリアデザインシート
およびキャリア面談

社員の自律性を高めることを目的とし、社員が自らのキャリアを考え、主体的に能力開発を進めていく仕組み
として「キャリアデザインシート」の導入や上司との「キャリア面談」を実施しています。

キャリアチャレンジ制度 自らのキャリアを自身で変革する機会を提供することを目的として、人材公募制度である「キャリアチャレンジ制
度」を導入しています。

社外派遣制度 当社では得られない経験・スキルの習得や、自社とは異なる環境に身を置くことによる自律心や忍耐力の体得
を目的とし、グループ外の企業に一定期間社員を派遣する制度を導入しています。

トライアルコース研修 経営層が考える会社のビジョンや仕事観等を直接社員が聞き、意見交換を行う場として「トライアルコース研修」
を実施しています。

メンター制度 総合職の若手社員と先輩社員がグループを組み、キャリア支援やフォローアップを行う仕組みを導入していま
す。

生き方・働き方
プランニング研修

５０歳を迎えた社員に対し、「これからありたい自分」になるには今後なにをすべきか修得するための機会として
「生き方・働き方プランニング研修」を実施しています。

正社員登用制度
および特定社員制度

非正規社員から正社員への登用制度、有期雇用の非正規社員を無期雇用へと変更する特定社員制度を整備し
ています。

■ 社員のキャリア支援

 社員のキャリア支援
　当社では、若手社員から中堅社員、正社員から非正規社員に至るまで様々な社員が自律し、長期にわたって活躍で
きるように、社員のキャリア支援に取り組んでいます。
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　生物多様性や森林保全などの取り組みを通じて、
沿線における自然共生社会の実現を目指していま
す。また、車両の洗車時における節水など、限りある
資源を有効活用した取り組みのほか、ＣＯ₂などの環
境負荷物質の排出が無く、地球温暖化防止に貢献す
ることができる燃料電池バスの導入など持続可能な
社会の実現に貢献しています。
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節水型車両洗浄装置による洗車 燃料電池バス

高尾山での森林再生活動
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環境マネジメント

・� 生物多様性の取り組み
・ 沿線の緑化
・� 環境教育プログラムの取り組み

自然共生社会

周辺環境
への配慮

環境負荷
の把握

環境保全
の推進

・ 電力使用量の削減
・ CO2排出量の削減
・ 再生可能エネルギーの活用

低炭素社会

監査・教育 環境コミュニ
ケーション

推進体制 環境会計

循環型社会
・資源の有効活用

　京王グループは、「京王グループ環境基本方針」「生物
多様性行動指針」に基づき、環境にやさしい企業集団を
目指し、職場ごとに環境目標を定め、すべての職場が目
標を達成できるようPDCAサイクルを着実に回し続けて
います。
　鉄道事業においては、列車走行時の消費電力を大幅
に抑制する制御装置の全営業車両への導入を、大手私
鉄に先駆けて2012年に完了し、さらに削減効果に優れ
た制御装置への更新に、現在取り組んでいます。また、
京王グループのバス事業ではCO2等の排出を抑制する
ことで、地球温暖化防止に貢献できる燃料電池バスを導
入しています。
　開発事業では、サステナブルで環境にやさしいリノ
ベーションの手法を活用した既存建物の再生、照明の

LED化やCO2排出量の削減など、環境負荷低減に資す
る取り組みを推進したほか、再生可能エネルギーの活用
として、神奈川県相模原市と岩手県宮古市において太
陽光発電事業に取り組んでいます。また、京王リトナード
永福町の屋上庭園「ふくにわ」では、公益財団法人都市
緑化機構より「SEGES（シージェス）社会・環境貢献緑地
評価システム：都市のオアシス」緑地として継続した取
り組みが評価され3回目の認定を受けました。
　新たな取り組みでは、東京都水道局と連携し、水資源
保護の取り組みとして、多摩川上流域の森林保全活動
へ参画してまいります。
　今後も環境保全に向けた取り組みを京王グループ全
体で推進し、持続的発展が可能な社会の実現と豊かで
居心地の良い街づくりを目指してまいります。

京王リトナード永福町
屋上庭園「ふくにわ」

取締役
常務執行役員

（環境管理責任者）

都村 智史

環境保全に向けた取り組みを推進し、
持続可能な社会と、豊かで居心地の良い街づくりを目指します。

 環境方針概念図
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中期環境目標

　当社では、「国連気候変動枠組条約締約国会議（COP）」において、2020年以降の地球温暖化対策の新たな指針
となるパリ協定が採択されたことを踏まえ、中期環境目標を更新しました。

基本方針

環境方針
2000年11月に環境基本方針を制定し、環境法令遵守をはじめ、省エネや廃棄物削減、リサイクル、環境教育の実
施などを推進してきました。その後、環境保全はグループ共通の課題であるとの認識から、2004年12月に「京王
グループ環境基本方針」を制定し、環境マネジメントシステム（EMS）の継続的運用を通じて浸透を図っています。

中期環境目標 目標達成に向けての取り組み

鉄道事業部門
電車の運転用電力を2030年度に

26%削減（2013年度比）
新型VVVFインバータ制御装置導入

車内照明のLED化実施 など

開発事業部門
東京都のCO2排出量削減義務（27%）の達成

第3計画期間（2020年度～2024年度）
照明のLED化など省エネルギー施策の推進

排出量取引制度の活用

生物多様性行動指針京王グループ環境基本方針

　私たちは、「環境にやさしく」というグループ理念に基づ
き、環境問題を地球規模で考え、持続的発展が可能な社
会の実現を目指して、環境保全に配慮した事業活動を行
います。

1.	�地球温暖化防止のため、エネルギーの効率利用に努め	
ます。

2.	�循環型社会実現のため、廃棄物の削減、リサイクルおよび
適正処理を図るとともに汚染の予防に努めます。

3.	環境に関する法令、条例、協定などを遵守します。

4.	�地域社会との調和を目指し、騒音、振動の抑制ならびに緑
化活動の推進に努めます。

5.	�より良い環境の実現に向けて、地域や社会の環境保全活
動に積極的に参加します。

6.	�従業員一人ひとりの環境意識向上を図るため、啓蒙・教育
活動を実施します。

7.	�これらの環境保全活動を推進するため、鉄道をはじめとす
るすべてのグループ会社の事業活動において環境マネジ
メントシステムを構築し、継続的改善に取り組みます。

2004年12月9日制定

　私たちは、生活に身近な事業を展開していくなかで、自
然の恩恵を継続的に享受していることを認識し、持続可能
な利用や自然と共生する社会の実現に向け、生物多様性
に配慮した事業活動を行います。

1.	事業活動がおよぼす環境への影響把握
	 �事業活動と生物多様性とのかかわり（恵みと影響）を把握す
るように努め、取り組みの必要性に対する認識を高めます。

2.	自然環境の確保と保全
	 �事業活動における自然環境への影響の回避または低減に
取り組むとともに、緑化を推進し、地域の豊かな自然環境
の確保と保全に努めます。

3.	資源循環の推進
	 �資源の利用が生物多様性におよぼす影響を低減するため
に、グリーン購入など環境に配慮した調達や3R活動（リ
デュース・リユース・リサイクル）を推進し、環境負荷低減に
努めます。

4.	ステークホルダーと連携した生物多様性の保全
	 �従業員をはじめ、取引先企業、お客様など多くのステーク
ホルダーと連携し、情報の発信と収集を行いながら生物多
様性の保全に努めます。

2010年9月8日制定
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［組織］ ［会議体］

社 長

環境経営協議会
［役員協議会］

環境活動推進委員会
［部長会議］

環境管理責任者
［広報部分担役員］

グループ各社
［社長］

グループ各社
環境管理責任者

［役員］

環境リーダー
［課長以上の管理職］

社 員

環境管理責任者（副）
［各部長］

環境リーダー
［各部課長・補佐・担当者］

（電鉄）
EMS監査チームリーダー

［広報部長］
メンバー

［各部課長・補佐］ 社 員

事務局
［広報部企画・環境担当］

グループ社長会

●環境方針設定
●環境目標達成状況の報告

●環境目標作成
●実行計画作成

●環境教育
●計画実行

●目標達成状況チェック
●内部監査の実施

●目標達成のための
　対策・改善策の実行 環境経営協議会

グループ社長会 PlanAct

DoCheck

 京王グループEMS推進体制

 京王グループ各社の第三者認証取得状況

推進体制

分類 会社名

ISO14001 認証取得（3社）
● 京王設備サービス　● 京王建設　● 京王エージェンシー

グリーン経営認証 認証取得（4社）
● 京王電鉄バス　● 京王バス　● 京王バス小金井　● 京王運輸

エコアクション21 認証取得（1社）
● 東京特殊車体

環境マネジメント
独自の環境マネジメントシステム（EMS）の構築・推進や、内部監査、従業員への環境教育を実施することで
社内における環境意識向上を図るとともに、中期環境目標の達成に向けて取り組みを推進しています。

　当社は鉄道現業を含めたすべての職場において、
ISO14001を参考に独自のEMSを構築・推進し、環境
経営協議会において経営層へ報告・承認を受けていま
す。また、グループ社長会を通じて各社に環境マネジメ
ントを徹底しています。

　グループ会社では、ISO14001を3社、グリーン経営
認証を4社、エコアクション21を1社で取得し、その他の
各社はISO14001またはエコアクション21を参考にし
たEMSに取り組んでいます。
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監査・教育・コミュニケーション

 EMS内部監査
　EMSの有効性と環境活動の推進を図るため、毎年各
部管理職1人以上のEMS監査員を選出し、新任監査員
はコンサルタントによる専門教育を受けた後、部署間相
互による内部監査を実施しています。

 環境教育
　環境意識やEMS理解度の向上など必要性を明確に
した上で、環境教育を実施しています。

中期環境目標（P.81）の達成に向けて

 鉄道事業部門
　2030年度における運転原単位（1車両が1km進む
際に使用する電力量）を2013年度比で26%削減する
ことを目指します。2020年度は2013年度比で約10%
の削減となりました。

■ 主な教育実績（2020年度）

 開発事業部門
　2020年度のCO2排出量は45,289t-CO2となり、基準
排出量に比べ約41％の削減となりました。当社では引き
続き東京都のCO2排出量削減義務の達成を目指します。

名称 時期 対象 人数

EMS監査員
養成研修 11月 新任監査員 3名

環境
eラーニング 1月 京王電鉄社員 1,357名

■ 電車の運転用電力削減推移
　 （2013年度の運転原単位を100とした場合）

■ 大規模ビル8物件のCO2排出量削減実績と目標
　 （東京都環境確保条例の削減義務　第3計画期間）

※車両の走行に関する性能（理論値）に限定して原単位を算出しています。

※�京王プラザホテル（新宿）、京王プラザホテル八王子、京王プラザホテル多摩、京
王品川ビル、京王百貨店新宿ビル、京王聖蹟桜ヶ丘ショッピングセンター、京王
八王子ショッピングセンター、2017年度からキラリナ京王吉祥寺を追加

※�｢基準値」とは、2002〜2007年度のうち任意の連続した3カ年におけるCO2排
出量の平均値をいいます。

※第三計画期間（2020～2024年度）から京王八王子明神町ビルを除外

（年度）2013 2017 2018 2019 2020 2030
70

80

90

100

（年度）基準年
（2002～2007）

基準排出量

2017 2018 2019 2020
0

100

80

60

40

20

第2計画期間　削減義務率17% 第3計画期間
削減義務率27%

2013年度比
26%削減

 CSR・環境コミュニケーション
　京王グループの活動に関する情報は、以下の媒体で
公表しています。

京王ホームページ

京王ニュース
京王こども百科

基準値に比べ41%削減
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 上下線一括き電化
　上り線と下り線のき電線（電車に電気を供給する線）
を接続することで、回生ブレーキで発生した電気を他の
電車に最短ルートで送り、電気を送る際の損失低減を図
ることができる設備です。当社では、2012年に井の頭
線で整備したほか、2020年度には高尾線で整備が完了
しました。

 駅舎補助電源装置
　電車がブレーキをかけた際に発生する回生電力を駅
設備で使用される電力に変換して、駅の照明や空調、エ
スカレーターなどに供給する装置で、東府中駅、高幡不
動駅、北野駅、若葉台車両基地に導入しています。また、
2021年度はめじろ台駅に導入しました。

　鉄道事業では1年を通じて多くの電力を消費すること
から、少ないエネルギーで効率的に動くことができる

「環境にやさしい鉄道」を目指しています。

 走行用電力の削減
 VVVFインバータ制御装置

　VVVFインバータ制御装置とは、電車の加速力や速
度などに応じて電圧や周波数を変化させながらモー
ターを効率良く動かす装置です。当社では1992年に初
のVVVF車両として導入して以降、継続的に導入を進
め、2012年に全営業車両のVVVFインバータ制御化
を大手民鉄で初めて完了しました。2015年から、さら
に消費電力削減効果に優れたVVVFインバータ制御装
置への更新を進めています。2020年度は、8000系3
編成、1000系2編成を新型に更新しました。

 走行用電力の再利用
 回生ブレーキ

　回生ブレーキとは、電車がブレーキをかけた際にモー
ターを発電機として作動させ、発生した電力（回生電力）
を架線に戻すことで他の電車が使えるようにする装置
です。1999年に全車両への装備が完了しました。

※横軸は未装備車の使用電力量を100とした場合の数値
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変電所を経由するため、回生電力の損失が大きい

最短ルートで経由するため、効率的に利用できる

従来

上下線一括き電化
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最
大

消費電力
約45％
削減

8000系車両の消費電力削減効果

駅照明 自動券売機
駅設備で
使用される
電力（交流）

電車の走行用電力
（直流）

周囲を走行中の電車
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低炭素社会を目指して
京王グループでは事業活動における環境負荷を低減することで、
CO2排出量の削減を目指し、地球温暖化防止に貢献していきます。

鉄道における電力・CO2排出量削減の取り組み
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 LED照明の導入
 駅などのLED化

　駅舎・ホームや車両基地に、従来の照明設備に比べ
て大幅に消費電力を削減できるLED照明の導入を進め
ています。また、柴崎駅～西調布駅間と調布駅～京王多
摩川駅間の地下化にあわせて、トンネル内の照明設備
にもLEDを用いています。

 車両のLED化
　車両の客室内照明にLEDを使用しているほか、消費
電力が従来に比べ約5分の1となる車両前照灯のLED
化を進めています。これにより、明るさは変わらずに交
換サイクルが長くなることから廃棄物の削減にもつな
がっています。

 自然採光
　ホームやコンコースの屋根に自然採光の工夫を行う
ことで、照明の消灯に努めています。

 その他の省エネルギー対策
 省エネ運転エスカレータ―の導入

　老朽化が進んでいるエスカレーターについて、更新を
進めています。一定時間ご利用がない場合に、運転速
度を減速または自動的に停止する機能のあるエスカ
レーターへ更新することにより、従来より最大約35％の
消費電力削減が図れます。2020年度は南大沢駅にて
省エネ型運転エスカレータ―を導入しました。

 遮熱・断熱フィルム
　夏の冷房期、冬の暖房期に約10％の節電効果が期
待される遮熱・断熱フィルムを電車の窓に順次貼り付け
ています。
　京王線では720両、井の頭線では145両の客室内に
整備しています。

 地下駅空調設備の省エネ運用
　新宿駅や調布駅などの地下駅において、空調・換気設
備の省エネ運用を2020年4月から進めています。空調
機などの設定温度を適正化したほか、これまで空調が常
時運転していた夏季期間において、室内温度に応じて運
転を抑制するなど、消費電力量を削減しています。

南大沢駅
エスカレーター

鉄道における電力・CO2排出量削減の取り組み

駅構内のLED照明

車両のLED照明

自然採光の屋根
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 建物の省エネルギー化
　キラリナ京王吉祥寺では、壁面・屋上緑化を行ってお
り、壁面緑化の潅

かん

水
すい

には、井戸水を使用することで、水
資源を守っています。また、氷蓄熱システムを導入し、電
力需要の下がる夜間電力を利用して氷を作り、日中の
冷房に利用することで、夏場のピーク時における省エネ
ルギー化を図っています。
　メルクマール京王笹塚では、緑化のほかにも、水平庇
と高遮熱断熱ガラスなどを取り入れ、ヒートアイランド
現象軽減などを図っています。

 Ecoパートナーに認定
　キラリナ京王吉祥寺は、武蔵野市
から、ごみ減量資源化推進事業所

（Ecoパートナー）として認定、表彰
されました。

 LED照明導入
　当社およびグループ 各社では、ショッピングセン
ター・オフィス・ホテルなどの施設において、LED照明を
積極的に導入しています。

 燃料電池バスの導入
　京王バスでは走行時にＣＯ₂等の環境負荷物質を排
出しない燃料電池バスを２台導入しています。
　水素を燃料とし、エンジンではなくモーターだけで走
行するため、騒音や振動が少ないほか、大容量外部給
電機能を生かして、災害時には電源としての利用が可
能です。

 移動販売車の燃費改善への取り組み
　京王ほっとネットワークの移動販売事業では、エネル
ギーを効率よく活用することにより、従来に比べて、大
幅な燃費改善を実現した「電気式冷蔵冷凍車」を導入し
ました。
　販売時間中は、アイドリングが不要となるため、ＣＯ2

の排出を抑え、環境にやさしく静かな「買い物の場」を提
供しています。

建物の省エネルギー化を図るキラリナ京王吉祥寺（左）とメルクマール京王笹塚（右）

燃料電池バス

電気式冷蔵冷凍システムを採用した移動販売車

京王プラザホテル本館フロントLEDシャンデリア

グループによる電力・CO2排出量削減の取り組み
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高幡不動現業事務所
（乗務区・施設管理所）
京王れーるランド
高尾の森
わくわくビレッジ
神奈川県相模原市
岩手県宮古市

メルクマール京王笹塚
明大前駅
永福町駅
桜上水総合事業所
若葉台駅
京王聖蹟桜ヶ丘
ショッピングセンター
京王電鉄バス
桜ヶ丘営業所

太陽光発電

メルクマール京王笹塚
高尾の森わくわくビレッジ

風力発電

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

F1

F2

12

再生可能エネルギーの活用

　京王グループでは、再生可能エネルギーの活用に積極的に取り組んでいます。

 太陽光発電事業
　岩手県宮古市および神奈川県相模原市の社有地に
おいて、太陽光発電事業に取り組んでいます。

■ 太陽光発電事業の取り組み
開始時期 設置パネル数 発電能力

神奈川県相模原市 2015年2月 1,021枚 302kW
岩手県宮古市 2019年11月 9,120枚 2,872kW

神奈川県相模原市の太陽光発電システム
岩手県宮古市の太陽光発電システム
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 車両洗車時の節水
　京王線の若葉台工場では、「処理水再利用装置」を導
入し、使用済みの水の汚れを取り除くほか、工場内の湧
水を活用し、洗浄水などに利用しています。現在、利用
している水の半分以上はこの装置により処理されたも
のです。
　また、若葉台と高幡不動の車両基地では、車両洗浄
に使用する水を従来に比べ約半分にできる節水型車両
洗浄装置を導入しています。

 リサイクル
 きっぷ

　使用済みきっぷをリサイクルして、駅のトイレットペー
パーの一部として使用しています。

 ペットボトル
　駅売店などで回収された飲料用ペットボトルをリサイ
クルし、駅の案内板に使用しています。

 間伐材を使用したベンチ
　一部の駅に木の温かみを感じられる木製ベンチを設
置しています。素材には、多摩地域で発生した間伐材を
使用しています。

 車両のリニューアル・再生
　京王重機整備では、現役車両のリニューアル工事や
京王電鉄他を引退した車両の再生化工事を実施してい
ます。全国の鉄軌道事業者のニーズに合わせ、新造車
同様に再生した改造車両を、約200両提供しています。

 緑化廃棄物処理
　京王レクリエーションでは外部会社と協力し、桜ヶ丘
カントリークラブのコースで発生した緑化廃棄物（折れ
枝・落葉など）を、パルプチップやバイオマスチップにリ
サイクルすることで堆肥や燃料として有効利用する取り
組みを行っています。

節水型車両洗浄装置

伊予鉄道3000系
（元京王3000系）

循環型社会を目指して
京王グループでは、限りある資源を有効活用し、
事業活動におけるリサイクル・リノベーション等を通じて循環型社会の実現を目指します。

緑化廃棄物
リサイクル
緑化廃棄物
リサイクル

剪定枝を粉砕し、
チップにする

堆肥・バイオマス
燃料の製造

造園・植栽・野菜の
栽培などに利用

バイオマス燃料
として使用

草木の剪定・
伐採

2

34

1

有機堆肥
できた堆肥は

有機堆肥へ商品化

資源の有効活用
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 環境負荷を低減した「リノベーション事業」を展開
　既存建物を再生し、魅力ある住宅を供給するリノベー
ション事業は、限られた資源を有効に使い、CO2排出を
抑制する環境にやさしい手法です。例えば、リビタが手
がけた「リノア多摩川CORTE」では、省エネ改修によっ
て、ライフサイクルCO2※1を70%削減、廃材発生量※2を
91%削減することができました。

 エコステイ
　京王プレリアホテルでは、連泊のお客様を対象にシー
ツ、枕カバーを交換せずに清掃を行い、クリーニングの
回数を減らして水資源保護・CO2排出削減を図る「エコ
ロジー清掃」を導入しています。
　お客様には「ベッドリネン交換要望カード」で意思表示
をしていただいております。

0 1,000

スクラップ＆ビルド

2,000 3,000

ライフサイクルCO2の比較

4,000［t-CO2］

0 2,000 4,000 6,000 8,000［t］

2,373.5［t-CO2］ 70.7［%］減

■施工 ■資材製造（設備） ■資材設備（仕上げ） ■資材製造（躯体） ■設計監理 ■解体廃棄

リノベーション

スクラップ＆ビルド

リノベーション

廃材発生量の比較

6,004.3［t］ 91.7［%］減

京王プレリアホテル札幌

ベッドリネン交換要望カード

※1 �ライフサイクルCO2とは、建物の建設から運用、解体までのライフサイクルを
通じて排出される二酸化炭素（CO2）の量を指します。

※2 �廃材発生量とは、建物を解体した場合に発生する材料を指します。建物が与
える地球温暖化への影響を評価する指標です。

 海洋プラスチックゴミ問題への対応
　京王プラザホテルチェーンでは年間約43万本使用し
ていたプラスチックストローを、2018年12月より新宿・
多摩・八王子・札幌、4つのチェーンホテルで原則廃止
し、紙製ストローへ移行しました。
　そのほか、京王百貨店および京王ストアでは、お客様
により一層のマイバッグの持参を呼びかけています。

資源の有効活用

　高尾山口駅前のホテルをリノベーションし、活動ホ
テル「タカオネ」を２０２１年７月に開業しました。
　「タカオネ」は一般的なホテル利用に加え学生・社会
人・サークルなど様々な団体の合宿や研修にもおすす
めのアクティビティが体験でき、「都心からアクセス抜
群でありながら、大自然を満喫できる新しい合宿」と
して活用できます。さらに「ワーケーション」など新し
い働き方の拠点や、さまざまなコミュニティ拠点として
も利用できます。

 �高尾山口駅前のホテルをリノベーション.
活動ホテル「タカオネ」開業

topics
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 京王クリーンキャンペーン
　1991年から沿線地域の環境保全を目的に、毎年高尾
山や多摩川の清掃活動を行っています。2019年5月に
は、高尾山で清掃活動を行い、一般のお客様と京王グ
ループ社員あわせて862名が参加しました。

 高尾山清掃活動への参加
　高尾登山電鉄と山上商店では高尾山周辺の環境保
全、参道の整備を目的に、定期的に１号路の清掃活動を
実施しています。２０２０年度は当社の社員も清掃活動に
参加しました。

 ツバメのフン受け板の設置
　2014年から、ツバメが巣作りをする春から初夏にか
けて、駅の設置可能な箇所に取り付けています。ツバメ
のフンでお客様にご迷惑をおかけしないこと、またツバメ
の生息環境にも配慮した生物多様性施策の一環です。
　2021年5月には公益財団法人日本野鳥の会より当
社の取り組みについて感謝状をいただきました。

生物多様性の取り組み

景信山

御岳山

城山 高尾山

一丁平園地

高尾線

聖蹟桜ヶ丘

多摩動物公園

京王多摩センター高尾山口
相模原線

浅川

多摩川

植樹地の維持管理

育樹活動

親子森林体験スクール

レンゲショウマ保全

京王クリーンキャンペーン

京王クリーンキャンペーン
と稚鮎の放流

浅川アユまつり

調布

外来植物駆除

高尾山での清掃活動

高尾山での清掃活動

ツバメのフン受け板

感謝状贈呈の様子

自然共生社会を目指して
京王グループでは、生物多様性や森林保全などの取り組みを通じて、
沿線の豊かな自然を次世代に引き継いでいきます。
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 森林再生への取り組み
　2002年から日本山岳会「高尾の森づくりの会」が裏
高尾（小下沢国有林）で行う森林再生活動を支援してお
り、累計約17,000本の苗木提供を行ったほか、下草刈
りなどの育樹活動を行っています。

 高尾の森 親子森林体験スクール
　裏高尾において、日本山岳会「高尾の森づくりの会」
と協力して、お子様と保護者の方に、植樹や下草刈りの
体験、水生生物の観察などを通じて、森の大切さを学ん
でいただいています。

 線路脇の緑化
　1991年から、線路脇の雑草には除草剤を使わず、人
の手による草刈りを行っています。また、降雨による法面
の崩壊を防ぐとともに、お客様に沿線風景を楽しんでい
ただくため、線路脇へアジサイ・ツツジ・サザンカなどを
植栽し、緑化を行っています。

生物多様性の取り組み

自然観察の様子

線路脇の緑化

 屋上庭園「ふくにわ」
　「京王リトナード永福町」の屋上庭園「ふくにわ」は、地
域の公園機能を代替し、コミュニティー庭園として利用
されていることなどが評価され、都市緑化機構主催の
SEGES（社会・環境貢献緑地評価システム）認定緑地に
選ばれています。2020年度は継続した取り組みが評価
され、３回目の認定を受けました。

 水資源保護の取り組み
　2021年9月より東京都水道局と連携し、水源地保全
の取り組みとして、多摩川上流域の森林保全活動へ参
画してまいります。

屋上庭園「ふくにわ」

　屋上庭園「ふくにわ」は、2015年よりSEGES「都市のオ
アシス」の認定を受けている緑地です。
　2021年3月に行われた審査では、地域のコミュニティ空
間として、親子参加型イベントの継続的な実施に加え、花
や実をつける季節感のある樹種選定など、地域に親しまれ
る空間として確立されていると評価しました。
　今後は、自然共生を目指して、身近な生き物とふれあえ
るイベントを定期的に実施し、環境教育の場としても位置
付けられることを期待しています。

地域に親しまれる
空間として確立している
点を評価します

公益財団法人都市緑化機構
SEGES事務局

VOICE
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環境負荷の把握

　当社には「鉄道事業部門」、土地・建物の賃貸・販売を行う「開発事業部門」、会社全般の管理業務を行う「一般管理
部門」があります。それぞれの事業特性に応じて、資源の使用（インプット）とCO2・廃棄物の排出（アウトプット）を定量
的に把握し、企業活動に役立てています。

■ 2020年度の環境負荷レビュー

環境関連データ

集計対象は、電車の運行、駅および現業事務所です。
前年度に比べＣＯ2排出量、電力使用量ともに減少となりました。また、廃棄
物排出量については前年度に比べ約１７％の削減となりました。

  鉄道事業部門

（年度）
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集計対象は、東京都環境確保条例に基づく大規模８事業所です。
各事業所における省エネ機器への更新や、新型コロナウイルス感染症拡大
による施設の稼働率の低下により、ＣＯ2排出量、電力使用量ともに減少と
なりました。

  開発事業部門

電力 71,949千kWh

都市ガス 1,303千m3

熱 120,230GJ

水 599千m3
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（▲35.1％）

2020

CO2 680t-CO2

廃棄物 61t

OUTPUT

集計対象は、本社ビルおよび福利厚生施設です。
節電施策や紙使用量削減等の取り組みにより、電力使用量、廃棄物排出量
ともに減少となっています。

  一般管理部門

電力 1,363千kWh

都市ガス 5千m3

水 9千m3

INPUT
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環境会計

　環境保全に向けて、2020年度は約64億円の環境投資・費用を行使しました。
　当社は、環境負荷の低減に向けて、列車の騒音振動防止や、駅施設やオフィスビル・店舗などへの高効率照明を
はじめとした環境配慮設備の導入による省エネルギー化、廃棄物の分別・リサイクルの推進に向けて、環境投資を
継続しています。

※PASMOは、株式会社パスモの登録商標です。

 2020年度の環境保全コスト（投資・費用額）
内容 主な取り組み 具体的な内容 投資 費用

（1）事業エリア内コスト 4,449 1,897

　①公害防止コスト
●騒音振動防止
●大気汚染防止
●水質汚濁防止

◎連続立体交差化
◎ロングレール敷設
◎レール綱目補強
◎草刈
◎低VOC塗料への転換
◎分岐器床板交換

2,923 713

　②地球環境保全コスト 
●省エネルギー化
●モーダルシフト
●オゾン層破壊防止

◎新型VVVFインバータ制御装置導入
◎省エネ機器への更新
◎昇降機新設
◎可動式ホーム柵設置
◎オフィスビル等の空調機更新・照明LED化

1,346 192

　③資源循環コスト
●廃棄物減量
●廃棄物処理・処分
●廃棄物リサイクル

◎PASMO関連費用
◎駅清掃費
◎車両清掃費
◎車両座席シート交換
◎駅トイレ改修

180 992

（2）管理活動コスト
●景観保持
●自然保護・緑化
●教育・啓発

◎植栽管理
◎環境報告書制作 0 108

（3）社会活動コスト
●自然保護・緑化
●環境保全の寄付
●社会的取り組み

◎環境保全の寄付 0 1

合計 4,449 2,006
コスト総計 6,455

［対象期間］
2020年4月1日～2021年3月31日

［対象範囲］
当社の鉄道事業部門、開発事業部門、一般管理部門で発生した環境保全
コストを対象としています。

（京王グループ各社で発生したコストは含んでいません）

［算定基準］
1. �｢環境省環境会計ガイドライン（2005年版）」および「民鉄事業環境会計

ガイドライン（2008年版）」を参考に集計しています。
2. 環境保全コストとして確実に把握したもののみ計上しています。
3. 減価償却費は計上していません。

■ �環境保全コストの推移
営業収益に対する割合

（年度）

6,704
（▲7.8％）

6,957
（3.8％）

2018 2019

6,455
（▲7.2％）

2020

（%）（百万円）

0

4

8

6

2

0

4,000

2,000

8,000

6,000

コスト （　）は前年度比

5.4 5.05.2

（単位：百万円）
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　京王グループでは、「京王グループ理念」に基づき、
透明性・公正性を確保しつつ、迅速・果断な意思決定
を行うことにより、株主の皆様をはじめつながりあう
すべての人からの信頼を確保し、持続的な成長と中
長期的な企業価値の向上を図るため、コーポレート・
ガバナンスの充実・強化を推進します。
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 基本的な考え方
　当社グループでは、「京王グループ理念」に掲げる「信
頼のトップブランド」の確立を目指し、「京王グループ行
動規範」に基づき、「住んでもらえる、選んでもらえる沿
線づくり」を進めております。特に鉄道事業においては、
皆様から信頼され、愛される鉄道になるため、「安全に
関する基本方針」および「安全に係る社員の行動規範」
を定め、全社員が一丸となって安全文化の構築に取り
組んでいます。鉄道事業者として、安全と事業の継続性
を確保しながら、「京王グループ理念」に基づき、透明
性・公正性を確保しつつ、迅速・果断な意思決定を行う
ことにより、株主の皆様をはじめつながりあうすべての
人からの信頼を確保し、当社グループの持続的な成長
と中長期的な企業価値の向上を図るため、コーポレー
ト・ガバナンスの充実・強化を推進してまいります。

 コーポレート・ガバナンス体制
　当社は、2020年6月に監査等委員会設置会社へ移行
したことにより、監査等委員である取締役が取締役会で
議決権を持つことで、監査機能を担いつつ取締役会の
業務執行の監査機能強化を図るとともに、監査等委員
会は内部監査部門と緊密に連携し、必要に応じて監査
部に調査を指示するなど、内部統制体制のさらなる充実
を図っています。また、執行役員制度の導入により、機動
的な意思決定と業務執行を図り、当社グループを取り巻
く経営環境の変化に迅速に対応できる体制を構築して
います。加えて、報酬制度の改定では、基本報酬と年次
業績連動報酬に区分・整理するとともに、中長期的な業
績向上および株主価値の最大化に貢献する意識を高め
ることを目的に株式報酬制度を導入しています。
　さらに、当社では社外取締役の選任により経営に対
する監督機能を強化している他、取締役会の諮問機関
としてガバナンス委員会および指名・報酬委員会を設置
し、経営の透明性・公正性の向上に努めています。

 内部監査
　法令および社内規程等の諸基準への準拠性、管理の
妥当性・有効性の検証を目的とした内部監査を実施して
おり、経営の合理化、業務の改善、効率性の向上および
事業の健全な発展のための提言を行っています。
　内部監査の独立性・客観性を保持するため監査部は
社長直轄の組織としており、2021年3月末現在、33名
が在籍しています。監査等委員会設置会社への移行後
は、監査等委員会と連携し、内部統制のさらなる充実を
図っています。
　グループ会社の常勤の監査役は、原則として監査部
に所属しており、相互に連携を図ることによりグループ
全体の監査体制の充実・強化に取り組んでいます。

 内部統制システムの強化
　「京王グループ内部統制システムに関する基本方針」
のもと、内部統制の整備状況を確認・検証し、必要に応
じた見直しを行っています。また、内部統制に関する体
制を統括するため、内部統制委員会を設置しているほ
か、財務報告に関わる内部統制についても専任部署を
設けてグループ全社で取り組んでいます。

コーポレート・ガバナンス

取締役会の構成：取締役15名（うち社外5名）

現在の体制（監査等委員会設置会社）

株主総会

取締役会
監査等委員会

（監査等委員である
取締役を除く）
取締役11名

（うち社外2名）

選任・解任 選任・解任

監査等委員
である

取締役4名
（うち社外3名）

監査
・

監督

コーポレート・ガバナンスと内部統制
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コーポレート・ガバナンス体制（2021年6月29日現在）

 

株 主 総 会

監　査

監　査

監査・監督

監査
・監
督

グループ経営協議会 取締役社長
社長執行役員 経営会議

コンプライアンス委員会

リスク管理委員会

ディスクロージャー委員会

内部統制委員会

グループ会社 事業部門
一般管理部門

ガバナンス委員会

指名・報酬委員会

取 締 役 会

監査等委員でない
取締役

会計
監査人

グループ会社監査役

監査部

監査等委員会

役員協議会

環境経営協議会

監査等
委員会室

会議・委員会名 主な役割 2020年度
開催回数

取締役会 法令で定められた事項、経営上の重要事項に関する決議、業務執行の監督 11

監査等委員会 取締役の業務執行についての監査・監督 15※1

ガバナンス委員会
当社グループの企業戦略等やガバナンス体制に関する審議、代表取締役と社外取締役の
連携強化（取締役会の諮問機関）

2

指名・報酬委員会 役員の人事、報酬に関する審議（取締役会の諮問機関） 3

経営会議 取締役会で決定された方針に基づく経営上の重要事項に関する審議決定 25※2

内部統制委員会 グループ全体の内部統制の整備推進 3

※１ 監査等委員会の開催回数は、監査等委員会設置会社への移行以前の監査役会の開催回数を含みます。
※２ 経営会議の開催回数は監査等委員会設置会社への移行以前の常務会の開催回数を含みます。

コーポレート・ガバナンスと内部統制
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京王グループコンプライアンスブック コンプライアンス・トピックス

 内部通報窓口
　京王グループでは、コンプライアンス上の問題の早
期発見と解決を図るため、グループ全体の内部通報窓
口である「京王ヘルプライン」を設けています。
　「京王ヘルプライン」には、社内窓口と社外窓口（弁護
士事務所）があり、京王グループの全従業員と取引先の
方が利用できます。
　「京王ヘルプライン」に寄せられた通報のうち、コンプ
ライアンス上の疑義があるものは速やかに調査を行い、
適切な対応を行っています。2020年度は、76件の通報
を受け付けました。

 コンプライアンス意識の浸透
　京王グループで働く一人ひとりにコンプライアンス意
識が浸透するよう、「京王グループコンプライアンス 
ブック」を全従業員に配布しています。このほか、職位や
職種に応じた研修の実施や、時事的な話題をテーマとし
た「コンプライアンス・トピックス」を毎月発信するなど、
継続的に啓発を行っています。

 基本的な考え方
　京王グループにとっての「コンプライアンス」とは、「法
令遵守にとどまらず、社会の規範やルールまで含めて遵
守することで、社会の期待に応える」ことであると考え
ています。京王グループ行動規範（P.6）を実践し、誠実
な企業としてお客様や社会から一層の信頼を獲得した
いと考えています。

 コンプライアンス体制
　当社では、「コンプライアンス委員会」が中心となっ
て、グループ全体のコンプライアンス体制を推進してい
ます。当委員会はコンプライアンス担当役員が就く委員
長、外部有識者、事務局により構成され、コンプライア
ンスに関する各種取り組みの検証や改善策の検討等を
行っています。

コンプライアンス

● コンプライアンス体制

コンプライアンス委員会

京王電鉄各部・京王グループ各社

委員長 外部有識者 事務局

社員 社員 社員

京
王
ヘ
ル
プ
ラ
イ
ン
相
談
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 基本的な考え方
　京王グループでは、「信頼のトップブランド」にふさわ
しい適切なリスク管理活動を実施するため、「京王グ
ループリスク管理方針」を定め、リスクの低減および発
生防止を目的とした体制を整備しています。

 リスクマネジメント体制 
　京王グループのリスクマネジメント体制は、平常時の
体制と危機発生時（発生の恐れがある時を含む）の体制
の２つからなっています。平常時は、コンプライアンス委
員長が兼任するリスク管理委員長のもと「リスク管理委
員会」を定期的に開催し、リスク対策重点項目の設定や
対策の実施状況の確認、リスクマネジメントに関する活
動報告などを行っています。危機発生時は当社の社長
を本部長とする「危機管理本部」を設置し、速やかに対
応します。

 災害時における事業継続への取り組み
　大規模災害等のさまざまな緊急事態が発生した場合
において、重要業務を中断させず、仮に中断したとして
もできるだけ早急に復旧させることを目的に、BCP（事
業継続計画）を策定しています。また、「京王グループ防
災ハンドブック」の配布や定期的に訓練を実施するな
ど、防災意識の浸透を図っています。

情報セキュリティ

 情報セキュリティ体制
　リスク管理上の重要項目として位置付け、個人情報
を含む機密情報の取り扱いや、情報システムのＢＣＰ、セ
キュリティを規定した情報管理基本方針に基づき、リス
ク管理分科会の一つとして常設で情報セキュリティ分
科会を設置しています。また、セキュリティインシデント
に対応するＣＳＩＲＴを設置し内外の情報を集めるととも
に、発生したインシデントの対応にあたっています。

オンライン災害対策総本部の様子（総合防災訓練）

リスクマネジメント

● リスクマネジメント体制（平常時）

● リスクマネジメント体制（危機発生時）

リスク管理委員長（コンプライアンス委員長が兼任）

外部有識者

リスク管理委員会

リスク管理小委員会

リスク管理分科会（テーマ別）

危機管理本部長（代表取締役 社長執行役員）

リスク管理委員長

外部有識者

危機管理事務局

危機管理副本部長
［取締役 常務執行役員以上］

対策委員各部長
各部管理担当課長

各社
危機管理体制
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財 務 デ ー タ

2010年度 2011年度 2012年度 2013年度 2014年度 2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度

連結経営成績

営業収益 391,172 390,472 396,860 407,985 408,039 416,254 418,996 434,697 447,508 433,669 315,439

営業利益 28,221 29,640 28,022 33,073 33,845 37,758 37,976 38,537 40,078 36,024 △20,866

経常利益 24,576 26,437 24,538 30,244 31,390 35,066 35,285 35,728 39,281 34,684 △17,980

親会社株主に帰属する当期純利益 9,276 12,433 14,748 16,197 17,248 19,468 21,168 23,897 27,213 17,875 △27,519

営業収益営業利益率 7.2% 7.6% 7.1% 8.1% 8.3% 9.1% 9.1% 8.9% 9.0% 8.3% △6.6%

総資産経常利益率（ROA) 3.3% 3.4% 3.1% 3.8% 4.0% 4.4% 4.3% 4.1% 4.4% 3.9% △2.0%

自己資本当期純利益率（ROE) 3.7% 4.9% 5.5% 5.7% 5.8% 6.3% 6.6% 7.0% 7.6% 4.8% △7.7%

EBITDA※ 63,257 64,028 63,032 67,420 69,171 73,740 73,063 74,802 76,731 72,292 14,269

減価償却費 35,036 34,287 34,605 33,942 34,921 35,577 34,681 35,860 36,248 35,862 34,663

資本的支出 49,541 34,989 49,327 38,891 44,909 46,397 61,793 72,621 55,146 56,632 36,121

有利子負債※ 317,762 340,182 356,366 328,941 308,157 339,306 328,584 352,181 338,376 329,501 399,610

連結財政状態

総資産 746,979 791,640 793,293 787,825 782,422 820,177 834,682 889,135 889,341 876,691 912,624

純資産 251,405 260,549 278,834 292,607 307,726 311,818 332,020 352,241 368,022 373,454 344,395

自己資本比率 33.7% 32.9% 35.1% 37.1% 39.3% 38.0% 39.7% 39.6% 41.3% 42.6% 37.7%

連結キャッシュ・フローの状況

営業活動によるキャッシュ・フロー 48,630 54,370 48,711 58,772 51,858 54,247 49,440 62,713 60,620 50,157 6,897

投資活動によるキャッシュ・フロー △45,940 △40,976 △47,080 △37,939 △32,325 △55,323 △65,908 △71,267 △47,608 △50,570 △30,822

財務活動によるキャッシュ・フロー 4,673 15,854 11,442 △33,158 △26,281 25,530 △16,642 17,384 △20,376 △15,611 58,767

配当の状況

配当性向（連結） 39.5% 29.5% 33.1% 28.3% 28.3% 26.7% 26.0% 24.3% 22.4% 35.9% —

※EBITDAは、連結営業利益＋減価償却費＋のれん償却額により算出しています。
※有利子負債は、借入金＋コマーシャル・ペーパー＋社債＋鉄道・運輸機構未払金により算出しています。
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2010年度 2011年度 2012年度 2013年度 2014年度 2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度

連結経営成績

営業収益 391,172 390,472 396,860 407,985 408,039 416,254 418,996 434,697 447,508 433,669 315,439

営業利益 28,221 29,640 28,022 33,073 33,845 37,758 37,976 38,537 40,078 36,024 △20,866

経常利益 24,576 26,437 24,538 30,244 31,390 35,066 35,285 35,728 39,281 34,684 △17,980

親会社株主に帰属する当期純利益 9,276 12,433 14,748 16,197 17,248 19,468 21,168 23,897 27,213 17,875 △27,519

営業収益営業利益率 7.2% 7.6% 7.1% 8.1% 8.3% 9.1% 9.1% 8.9% 9.0% 8.3% △6.6%

総資産経常利益率（ROA) 3.3% 3.4% 3.1% 3.8% 4.0% 4.4% 4.3% 4.1% 4.4% 3.9% △2.0%

自己資本当期純利益率（ROE) 3.7% 4.9% 5.5% 5.7% 5.8% 6.3% 6.6% 7.0% 7.6% 4.8% △7.7%

EBITDA※ 63,257 64,028 63,032 67,420 69,171 73,740 73,063 74,802 76,731 72,292 14,269

減価償却費 35,036 34,287 34,605 33,942 34,921 35,577 34,681 35,860 36,248 35,862 34,663

資本的支出 49,541 34,989 49,327 38,891 44,909 46,397 61,793 72,621 55,146 56,632 36,121

有利子負債※ 317,762 340,182 356,366 328,941 308,157 339,306 328,584 352,181 338,376 329,501 399,610

連結財政状態

総資産 746,979 791,640 793,293 787,825 782,422 820,177 834,682 889,135 889,341 876,691 912,624

純資産 251,405 260,549 278,834 292,607 307,726 311,818 332,020 352,241 368,022 373,454 344,395

自己資本比率 33.7% 32.9% 35.1% 37.1% 39.3% 38.0% 39.7% 39.6% 41.3% 42.6% 37.7%

連結キャッシュ・フローの状況

営業活動によるキャッシュ・フロー 48,630 54,370 48,711 58,772 51,858 54,247 49,440 62,713 60,620 50,157 6,897

投資活動によるキャッシュ・フロー △45,940 △40,976 △47,080 △37,939 △32,325 △55,323 △65,908 △71,267 △47,608 △50,570 △30,822

財務活動によるキャッシュ・フロー 4,673 15,854 11,442 △33,158 △26,281 25,530 △16,642 17,384 △20,376 △15,611 58,767

配当の状況

配当性向（連結） 39.5% 29.5% 33.1% 28.3% 28.3% 26.7% 26.0% 24.3% 22.4% 35.9% —

（単位：百万円）
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C S R ア ク シ ョ ン プ ラ ン

京王グループでは、CSR活動をより深化させていくために、「企業統治」「安全」「社会」「環境」における
重要テーマに取り組み、中期目標とアクションを立てて推進しています。

CSR
項目 重要テーマ 中期目標 2020年度実績 2021年度のアクションプラン 関連するSDGs

安
全

事故等の
未然防止

◦事故や輸送障害の未然防止に向けた施策の実行
◦テロ対策を含めた災害・危機管理
◦ホームドアの設置等によるホーム安全対策の実施

◦有責事故0件、鉄道運転事故・輸送障害発生件数22件（対前年度３件減）
◦駅構内やホーム、車内、踏切への防犯カメラや監視カメラの整備を拡大
◦飛田給駅へのホームドア設置を実施

◦安全目標「有責事故ゼロと鉄道運転事故・輸送障害発生件数の前年度比削減」の達成
◦駅構内やホーム、車内、踏切への防犯カメラや監視カメラの整備を拡大
◦下北沢駅へのホームドア設置を実施

減災対策 ◦耐震補強や自然災害対策等の減災対策の実施

◦新宿トンネルの耐震補強工事および高架橋、盛土区間の耐震補強工事を実施
◦高尾線において、大雨による土砂災害の防止対策として、法面防護工事を実施
◦雷害対策として、防雷設備の増設を実施
◦強風対策として、防風柵の設置を実施

◦新宿トンネルの耐震補強工事および高架橋、盛土区間の耐震補強工事を継続実施
◦雷害対策として、防雷設備の増設を継続実施

安全対策・
老朽化対策

◦�京王線（笹塚駅～仙川駅間）連続立体交差事業の
推進

◦下北沢駅改良工事の推進
◦老朽設備の着実な更新による保安度の向上

◦京王線（笹塚駅～仙川駅間）連続立体交差事業の推進（用地取得や高架橋構築工事）
◦経年劣化した電気設備・車両設備の老朽更新を実施

◦京王線（笹塚駅～仙川駅間）連続立体交差事業の推進（用地取得や高架橋構築工事）
◦経年劣化した電気設備・車両設備の老朽更新を計画的に実施

社
会

お客様の利便性・
快適性の向上

◦駅施設・車両設備の整備
◦改良によるお客様サービスの向上
◦沿線活性化への取り組みの推進

◦新線新宿駅、仙川駅、府中駅のリニューアル工事を実施
◦京王線8000系2編成、井の頭線1000系2編成のリニューアル工事を実施

◦京王線8000系2編成のリニューアル工事を実施
◦京王ライナーのサービス拡充
◦駅の遊休スペースを有効活用し、構内営業店舗やシェアリングサービスを展開

お客様との対話 ◦�様々なお客様にとってわかりやすい情報の発信 ◦京王ホームページリニューアルの推進 ◦京王ホームページリニューアルの推進

多世代が
生活しやすい
沿線づくり

◦�高齢者事業・生活支援事業・子育て支援事業の.
推進

◦府中駅・京王八王子駅に会員制サテライトオフィス「KEIO BIZ PLAZA」を開業
◦調布市・稲城市にて移動販売を開始

◦�京王プラザホテル（新宿）内に会員制サテライトオフィス「KEIO BIZ PLAZA 新宿・都庁前」を開業する.
ほか、更なる多店舗化の検討、およびサテライトオフィスの相互利用を推進

◦家事代行・移動販売等の利用促進、サービスの拡充

地域社会への
貢献

◦�文化・教育・子育て支援イベント・スポーツ振興支援
の実施

◦京王アカデミープログラムや各種イベントの継続実施
◦各種スポーツイベントへの協賛を継続実施 ◦京王アカデミープログラムの継続実施

地域社会・行政
との連携

◦�京王沿線および中央道高速バスエリアの.
関係自治体や事業者と連携した地域活性化への
貢献

◦�感染症流行に伴う移動自粛を受けた、新宿の観光案内所での中部地方各地域の特産品
販売

◦高速バスを活用した貨客混載事業の継続実施
◦各種PR支援などによる地域産業支援

◦貨客混載事業等を活用した中部地方の地域産業支援
◦新宿の観光案内所での特産品販売や各種ＰＲ支援などを通じた中部地方の地域産業支援の継続

人材の活用と
働きやすい
職場づくり

◦女性活躍推進
◦障がい者雇用の推進・職場環境の整備推進
◦ワーク・ライフ・バランスの推進

◦�公正な管理職登用を実施し女性の活躍を推進
　（女性の課長級以上の管理職人数2019年度20名→2020年度22名）
◦�2021年度総合職新卒採用人数のうち女性の占める割合33.3％
◦�育児や介護を理由とした在宅勤務制度や不妊治療のための休職制度等、仕事との両立

支援制度の整備
◦確定給付年金から確定拠出年金への移行と、それに伴う資産形成支援教育の実施
◦�介護相談窓口の新設

◦女性総合職新卒採用人数を総合職新卒採用人数の30％以上となるよう2022年度卒の採用活動を実施
◦障がい者雇用の継続促進
◦働きやすい職場環境・制度の検討を継続実施

株主・投資家・
取引先等への
取り組み

◦�株主・投資家・取引先等に分かりやすい情報開示の
推進 ◦適時適切な情報開示、株主・投資家との対話を継続実施 ◦適時適切な情報開示、株主・投資家との対話を継続実施

環
境

低炭素社会を
目指して

◦車両の省エネルギー化
◦駅やビルなどの省エネルギー化

◦京王線8000系3編成、井の頭線1000系2編成のVVVFインバータ制御装置を
　省エネ型に更新
◦車両や駅構内等の照明のLED化を実施

◦京王線8000系2編成のVVVFインバータ制御装置を省エネ型に更新
◦車両や駅構内等の照明のLED化を継続実施
◦めじろ台駅へ駅舎補助電源装置を設置

自然共生社会を
目指して ◦環境保全活動・環境教育の実施 ◦高尾山エリアでの育樹活動

◦各種環境教育プログラムの継続実施

◦高尾山エリアでの育樹活動および多摩川河川敷での外来植物駆除活動の継続実施
◦各種環境教育プログラムの継続実施
◦水資源保護の取り組み

企
業
統
治

コーポレート・
ガバナンス ◦コーポレート・ガバナンスの強化の推進

◦監査等委員会設置会社への移行、執行役員制度導入ならびに役員報酬制度の改定
◦取締役会付議方法の見直しによる取締役会の実効性向上
◦SDGsと事業の関連付けを整理

◦サスティナビリティに関する取り組みの推進
◦コーポレートガバナンス・コード改訂に伴う課題への対応
◦さらなる取締役会の実効性向上

コンプライアンス ◦�コンプライアンス意識浸透策の実施、法改正等へ
の対応

◦�階層別研修やｅラーニング等による従業員教育、コンプライアンス・トピックス等による.
各種啓発活動の実施

◦法令改正情報の周知・適切な対応策の実施
◦ハラスメント防止に向けた取り組みの強化

◦�コンプライアンス意識浸透策、法令改正への対応等の継続実施
◦コンプライアンス・アンケートの実施
◦ハラスメント防止対策の推進

リスク
マネジメント

◦リスク対策重点項目の対応・啓発活動の推進
◦事業継続計画（BCP）の展開

◦リスク対策重点項目の策定および対応策の検討、実施
◦大型台風等による水害発生に備えたBCPを新規策定
◦新型コロナウイルス感染症への対応を踏まえた新型インフルエンザ等に関するBCPの
　改定

◦リスク対策重点項目等への対応の継続実施
◦大規模災害に関するＢＣＰの見直し
◦新型コロナウイルス感染症への対応を踏まえた新型インフルエンザ等に関するＢＣＰの見直し

情報セキュリティ ◦セキュリティリスク対策等のIT統制の推進
◦セキュリティガイドライン等の整備、PDCAサイクルの確立
◦グループ内公開ウェブサーバのセキュリティ統制強化
◦リスクアセスメントに基づく課題点の解消

◦セキュリティガイドライン等整備の継続実施、PDCAサイクルの確立
◦グループ内公開ウェブサーバのセキュリティ統制強化の継続実施
◦リスクアセスメントに基づく課題点解消の継続実施
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CSR
項目 重要テーマ 中期目標 2020年度実績 2021年度のアクションプラン 関連するSDGs

安
全

事故等の
未然防止

◦事故や輸送障害の未然防止に向けた施策の実行
◦テロ対策を含めた災害・危機管理
◦ホームドアの設置等によるホーム安全対策の実施

◦有責事故0件、鉄道運転事故・輸送障害発生件数22件（対前年度３件減）
◦駅構内やホーム、車内、踏切への防犯カメラや監視カメラの整備を拡大
◦飛田給駅へのホームドア設置を実施

◦安全目標「有責事故ゼロと鉄道運転事故・輸送障害発生件数の前年度比削減」の達成
◦駅構内やホーム、車内、踏切への防犯カメラや監視カメラの整備を拡大
◦下北沢駅へのホームドア設置を実施

減災対策 ◦耐震補強や自然災害対策等の減災対策の実施

◦新宿トンネルの耐震補強工事および高架橋、盛土区間の耐震補強工事を実施
◦高尾線において、大雨による土砂災害の防止対策として、法面防護工事を実施
◦雷害対策として、防雷設備の増設を実施
◦強風対策として、防風柵の設置を実施

◦新宿トンネルの耐震補強工事および高架橋、盛土区間の耐震補強工事を継続実施
◦雷害対策として、防雷設備の増設を継続実施

安全対策・
老朽化対策

◦�京王線（笹塚駅～仙川駅間）連続立体交差事業の
推進

◦下北沢駅改良工事の推進
◦老朽設備の着実な更新による保安度の向上

◦京王線（笹塚駅～仙川駅間）連続立体交差事業の推進（用地取得や高架橋構築工事）
◦経年劣化した電気設備・車両設備の老朽更新を実施

◦京王線（笹塚駅～仙川駅間）連続立体交差事業の推進（用地取得や高架橋構築工事）
◦経年劣化した電気設備・車両設備の老朽更新を計画的に実施

社
会

お客様の利便性・
快適性の向上

◦駅施設・車両設備の整備
◦改良によるお客様サービスの向上
◦沿線活性化への取り組みの推進

◦新線新宿駅、仙川駅、府中駅のリニューアル工事を実施
◦京王線8000系2編成、井の頭線1000系2編成のリニューアル工事を実施

◦京王線8000系2編成のリニューアル工事を実施
◦京王ライナーのサービス拡充
◦駅の遊休スペースを有効活用し、構内営業店舗やシェアリングサービスを展開

お客様との対話 ◦�様々なお客様にとってわかりやすい情報の発信 ◦京王ホームページリニューアルの推進 ◦京王ホームページリニューアルの推進

多世代が
生活しやすい
沿線づくり

◦�高齢者事業・生活支援事業・子育て支援事業の.
推進

◦府中駅・京王八王子駅に会員制サテライトオフィス「KEIO BIZ PLAZA」を開業
◦調布市・稲城市にて移動販売を開始

◦�京王プラザホテル（新宿）内に会員制サテライトオフィス「KEIO BIZ PLAZA 新宿・都庁前」を開業する.
ほか、更なる多店舗化の検討、およびサテライトオフィスの相互利用を推進

◦家事代行・移動販売等の利用促進、サービスの拡充

地域社会への
貢献

◦�文化・教育・子育て支援イベント・スポーツ振興支援
の実施

◦京王アカデミープログラムや各種イベントの継続実施
◦各種スポーツイベントへの協賛を継続実施 ◦京王アカデミープログラムの継続実施

地域社会・行政
との連携

◦�京王沿線および中央道高速バスエリアの.
関係自治体や事業者と連携した地域活性化への
貢献

◦�感染症流行に伴う移動自粛を受けた、新宿の観光案内所での中部地方各地域の特産品
販売

◦高速バスを活用した貨客混載事業の継続実施
◦各種PR支援などによる地域産業支援

◦貨客混載事業等を活用した中部地方の地域産業支援
◦新宿の観光案内所での特産品販売や各種ＰＲ支援などを通じた中部地方の地域産業支援の継続

人材の活用と
働きやすい
職場づくり

◦女性活躍推進
◦障がい者雇用の推進・職場環境の整備推進
◦ワーク・ライフ・バランスの推進

◦�公正な管理職登用を実施し女性の活躍を推進
　（女性の課長級以上の管理職人数2019年度20名→2020年度22名）
◦�2021年度総合職新卒採用人数のうち女性の占める割合33.3％
◦�育児や介護を理由とした在宅勤務制度や不妊治療のための休職制度等、仕事との両立

支援制度の整備
◦確定給付年金から確定拠出年金への移行と、それに伴う資産形成支援教育の実施
◦�介護相談窓口の新設

◦女性総合職新卒採用人数を総合職新卒採用人数の30％以上となるよう2022年度卒の採用活動を実施
◦障がい者雇用の継続促進
◦働きやすい職場環境・制度の検討を継続実施

株主・投資家・
取引先等への
取り組み

◦�株主・投資家・取引先等に分かりやすい情報開示の
推進 ◦適時適切な情報開示、株主・投資家との対話を継続実施 ◦適時適切な情報開示、株主・投資家との対話を継続実施

環
境

低炭素社会を
目指して

◦車両の省エネルギー化
◦駅やビルなどの省エネルギー化

◦京王線8000系3編成、井の頭線1000系2編成のVVVFインバータ制御装置を
　省エネ型に更新
◦車両や駅構内等の照明のLED化を実施

◦京王線8000系2編成のVVVFインバータ制御装置を省エネ型に更新
◦車両や駅構内等の照明のLED化を継続実施
◦めじろ台駅へ駅舎補助電源装置を設置

自然共生社会を
目指して ◦環境保全活動・環境教育の実施 ◦高尾山エリアでの育樹活動

◦各種環境教育プログラムの継続実施

◦高尾山エリアでの育樹活動および多摩川河川敷での外来植物駆除活動の継続実施
◦各種環境教育プログラムの継続実施
◦水資源保護の取り組み

企
業
統
治

コーポレート・
ガバナンス ◦コーポレート・ガバナンスの強化の推進

◦監査等委員会設置会社への移行、執行役員制度導入ならびに役員報酬制度の改定
◦取締役会付議方法の見直しによる取締役会の実効性向上
◦SDGsと事業の関連付けを整理

◦サスティナビリティに関する取り組みの推進
◦コーポレートガバナンス・コード改訂に伴う課題への対応
◦さらなる取締役会の実効性向上

コンプライアンス ◦�コンプライアンス意識浸透策の実施、法改正等へ
の対応

◦�階層別研修やｅラーニング等による従業員教育、コンプライアンス・トピックス等による.
各種啓発活動の実施

◦法令改正情報の周知・適切な対応策の実施
◦ハラスメント防止に向けた取り組みの強化

◦�コンプライアンス意識浸透策、法令改正への対応等の継続実施
◦コンプライアンス・アンケートの実施
◦ハラスメント防止対策の推進

リスク
マネジメント

◦リスク対策重点項目の対応・啓発活動の推進
◦事業継続計画（BCP）の展開

◦リスク対策重点項目の策定および対応策の検討、実施
◦大型台風等による水害発生に備えたBCPを新規策定
◦新型コロナウイルス感染症への対応を踏まえた新型インフルエンザ等に関するBCPの
　改定

◦リスク対策重点項目等への対応の継続実施
◦大規模災害に関するＢＣＰの見直し
◦新型コロナウイルス感染症への対応を踏まえた新型インフルエンザ等に関するＢＣＰの見直し

情報セキュリティ ◦セキュリティリスク対策等のIT統制の推進
◦セキュリティガイドライン等の整備、PDCAサイクルの確立
◦グループ内公開ウェブサーバのセキュリティ統制強化
◦リスクアセスメントに基づく課題点の解消

◦セキュリティガイドライン等整備の継続実施、PDCAサイクルの確立
◦グループ内公開ウェブサーバのセキュリティ統制強化の継続実施
◦リスクアセスメントに基づく課題点解消の継続実施

SDGsへの取り組み
SDGs（Sustainable Development Goals）は、持続可能な世界を実現するために、2015年に国連で採択された2030年に向けた開発目標です。
京王グループは、この持続可能な開発目標の考え方を取り入れ、事業活動を通じて社会の持続的な発展に貢献していくことを目指します。
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取締役 専務執行役員�（�戦略推進本部長　新宿再開発推進室 分担） 仲岡　一紀
取締役 常務執行役員�（開発事業本部長） 南　　佳孝
取締役 常務執行役員�（�鉄道事業本部長） 寺田雄一郎
取締役 常務執行役員�.

（�経営統括本部長　総務・危機管理部、法務・コンプライアンス部、広報部、人事部 分担.
財務・情報開示 担当　コンプライアンス 担当）

都村　智史

執行役員�（�人事部長） 宮坂　周治
執行役員�.

（�開発事業本部 開発企画部長） 小野　正浩

執行役員�.
（鉄道事業本部 工務部長） 番　　　睦

執行役員 山岸　真也
執行役員 井上　晋一
執行役員 髙木　　保

取締役 高橋　　温
取締役 古市　　健
取締役 駒田　一郎
取締役 丸山　　荘
取締役 若林　克昌
取締役 監査等委員�（常勤）.

（監査等委員会委員長） 伊藤　俊司

取締役 監査等委員�（常勤） 竹川　浩史
取締役 監査等委員 北村　敬子
取締役 監査等委員 金子　正志

 京王電鉄（鉄道）※1

 京王電鉄バスグループ
　　京王電鉄バス
　　京王バス
　　京王バス小金井

 西東京バス
 西東京モビリティサービス

 京王自動車グループ
　　京王自動車
　　京王自動車城西
　　京王自動車城南
　　京王自動車調布　　

　　京王自動車多摩北
　　京王自動車多摩南
　　京王自動車多摩西
　　京王自動車バスサービス

 京王運輸
 高尾登山電鉄※2

 御岳登山鉄道※2

 京王電鉄（ショッピングセンター）※1

 京王百貨店
 京王ストア
 京王書籍販売
 京王パスポートクラブ
 京王アートマン
 京王食品
 京王グリーンサービス
 セレクチュアー※2

 京王友の会※2

 エリート※2

 京王設備サービス
 京王重機整備（車両整備）※1

 東京特殊車体
 京王建設
 京王ITソリューションズ
 京王アカウンティング
 京王ビジネスサポート
 京王ユース・プラザ
 京王シンシアスタッフ
 京王子育てサポート
 京王ウェルシィステージ
 京王フェアウェルサポート
 新東京エリート※2

 感性AI※2

 京王電鉄（開発）※1

 京王不動産
 京王地下駐車場
 リビタ
 京王重機整備（賃貸）※1 ※1 �事業セグメント分類上、京王電鉄・京王重

機整備が重複して含まれています。
※2 �持分法適用会社です。

会社概要 （2021年3月31日時点） 役員一覧 （2021年6月29日時点）

代表取締役会長

永田　正
代表取締役社長.
社長執行役員

紅村　康

京王グループ会社一覧 （2021年7月31日時点）

社名 京王電鉄株式会社

会社設立 1948年6月1日

本社所在地
〒206-8502 東京都多摩市関戸一丁目9番地1

（登記上の本店所在地 〒160-0022
東京都新宿区新宿三丁目1番24号）

資本金 590億23百万円

従業員数 2,531人

営業内容 

［鉄道事業］
路線	� 京王線、高尾線、相模原線、.

競馬場線、動物園線、井の頭線
駅数	 69駅
営業キロ	 84.7km
輸送人員	 年間4億5,064万人（2020年度実績）
車両数	 877両

［開発事業（土地、建物の賃貸業・販売業など）］
新規賃貸資産の開発
賃貸資産の管理・営業
ショッピングセンターの管理・運営
住宅地などの販売

グループ会社数 全56社

京王
グループ

運輸業

流通業

不動産業 レジャー・
サービス業

その他業

 京王プラザホテル
 京王プラザホテル札幌
 京王プレッソイン
 京王プレリアホテル京都
 京王プレリアホテル札幌
 高山グリーンホテル
 京王観光
 京王エージェンシー
 京王レクリエーション
 レストラン京王
 Freshtea Japan※2

フレッシュティー       ジャパン
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会 社 概 要 ／ 第 三 者 意 見

京王電鉄路線図

株主の状況

　当社の2021年3月31日現在の株主数は29,713名です。
全体の約7割が、当社沿線に在住されている個人株主です。

●	 株式の状況
	 発行可能株式総数	 316,046,000株
	 発行済株式総数	 128,550,830株
	 株主数	 29,713名

●	 株主総会
　2021年6月29日に京王プラザホテル八王子にて第100期定
時株主総会を開催し、239人の株主様に出席いただきました。
　当日は、新型コロナウイルス感染症対策を講じながら、2020
年度の事業の経過や業績についてわかりやすくお伝えするよ
う努めました。

●	 株式分布状況（2021年3月31日現在）

金融機関
59,375千株

個人・そのほか
31,834千株

外国法人等
20,090千株

そのほかの法人
9,911千株

自己名義株式
6,393千株

証券会社
944千株

46.19%

24.76%

15.63%

7.71%

0.73%

4.97%

当社は、以下のサステナビリティ／ESG指数の
構成銘柄に選定されています。

SNAMサステナビリティ・インデックス MSCIジャパンESGセレクト・リーダーズ指数
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　全体を通して、「つながりあうすべての人に誠実であり、環境
にやさしく、『信頼のトップブランド』になることを目指します」と
いう京王グループの理念が反映された良いレポートだと思い
ます。安全報告・社会性報告・環境報告の各パートの冒頭に、そ
れぞれの担当取締役のメッセージが掲載されており、トップマ
ネジメントによるコミットメントの点からも優れた報告書となっ
ています。
　2020年度は、世界中の企業にとって、事業の見直しと「挑
戦」が求められた一年でした。その原因は、言うまでもなく、新
型コロナウイルス感染症の蔓延を背景とした社会経済活動の
自粛にあります。このような状況の中、京王グループは素早く

「中長期方針」を打ち出しました。「RE START」と名付けられ
た中長期方針は、「京王の『原点』を再構築し、沿線生活を維
持する公共交通事業者としての役割を果たす」というものであ
り、ウィズコロナ時代に通勤需要が減少し、人々が自らが暮ら
す街での生活時間が増える可能性をふまえた事業方針です。
その中の柱の一つである「まちづくりへの注力」では、「沿線を
エリア単位でマネジメントし、駅を核とした拠点開発を進めて
魅力的な『まちづくり』に注力し、エリア内外の移動を活性化」
することを掲げています。2020年6月には、青梅市内のお客様
の病院への付き添いや買い物代行を行う「京王すまいるサポー
トタクシー」サービスがスタートし、2021年3月には府中と八
王子、5月には新宿・都庁前に、沿線住民の働き方をサポートす
る個室席のあるサテライトオフィスがオープンしました。地域社
会の課題を解決することで「住んでもらえる・選んでもらえる沿
線」となるプランは着実に進展しているようです。京王グルー
プは、重要な社会インフラを担っているという認識のもと、これ
までも様々な「挑戦」を行ってきました。今回の新たな「挑戦」も
実を結ぶと信じています。時代や経営環境は変われども常にグ
ループが人々に提供できる価値を考え続ける、すなわち、本業
を通じたCSR（社会的責任）を果たす京王グループの企業姿勢
を高く評価したいと思います。
　安全報告のパートでは、「『安全』は最大の使命であり、最
高のサービスである」という方針にもとづき、お客様に「安全」・

「安心」を提供するための様々な取り組みが報告されていま
す。2020年度も笹塚駅〜仙川駅間の連続立体交差事業は順
調に進み、踏切数は1955年度末の322カ所から2020年度末
の136カ所に減少しています。また、昨年度には飛田給1番線
で新たにホームドアを設置し、次年度以降も下北沢駅・笹塚駅
での整備を計画するなど安全対策も着実に推進しています。今
回のレポートで注目したいのは、昨年度に引き続き、輸送安全
実績が改善されたことです。鉄道運転事故などの発生件数の
減少に加えて、発生原因のうち車両・設備故障に起因するもの
が2件にとどまるなど、過去5年間で最も少ない件数となってい
ます。インシデントの発見と対策も適切に行われています。「輸
送の安全性」という運輸事業者にとって重要な社会的使命を果
たすために、ハード面・ソフト面ともに本社・現場が一体となって

安全対策を進めてきた成果ではないかと考えます。京王グルー
プの安全に対する取り組みを高く評価すると同時に、さらなる
安全性の向上を期待したいと思います。
　社会性報告のパートでは、「住んでもらえる、選んでもらえる
沿線づくり」を目指す京王グループの取り組みが描かれていま
す。京王グループは、鉄道、バス、ホテルその他幅広い事業を
有しているという特徴を活かして、多角的なサービスを提供し
ています。会員制サテライトオフィス「KEIO BIZ PLAZA」の
拠点増設や「京王すまいるサポートタクシー」の運行に加えて、
2021年6月には沿線住民の新しい通勤スタイルをサポートす
る目的で西東京バスが座席定員制の「通勤ライナー」の運行を
スタートしました。また、京王リトナード永福町の屋上庭園「ふく
にわ」で、感染対策を行いながら、小学生のお子様と保護者を
対象とした皆既月食の観察イベントを実施したことは、「教育の
場の提供」として高く評価できます。
　グループを支える人材の活用と職場づくりについては、女性
社員の活躍推進に向けて新たに目標を設定した点を高く評価
したいと思います。女性の課長級以上の管理職人数を2021
年3月までに2016年4月と比較して5割増とする数値目標は、
結果的に8割増と十分な成果が得られましたので、次の目標達
成についても期待しています。
　環境報告のパートでは、「京王グループ環境基本方針」「生
物多様性行動指針」にもとづき京王グループが実施している
環境活動が紹介されています。主力事業である鉄道の走行用
電力の削減については、2020年度は、8000系3編成、1000
系2編成が、消費電力削減効果に優れた新型VVVFインバー
タ制御装置を搭載した車両へと更新されました。また、上で紹
介した屋上庭園「ふくにわ」が都市緑化機構主催のSEGES（社
会・環境貢献緑地評価システム）認定緑地として2020年度に
3回目の認定を受けたことも特筆すべきでしょう。鉄道事業は
環境負荷が相対的に低い事業であり、京王グループはその鉄
道事業を中心に営む企業グループであるにもかかわらず、低
炭素社会や循環型社会の実現を目指して熱意をもって環境活
動を推進しています。その企業姿勢および対策の成果が得ら
れている点について、京王グループを高く評価したいと思いま
す。すでに高いレベルに達している京王グループの環境対策で
すので、次年度は、TCFD（気候関連財務情報開示タスクフォー
ス）対応についてレポートで公開されてはいかがでしょうか。

立教大学経営学部
教授／経済学博士

高岡 美佳

第三者意見
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